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第 1 章は緒論であり 本研究の目的と意義を述べている。
第 2 章では PPC(Plain Paper Copier) の特徴である粉像転写プロセスにおける転写効率を左右
する因子を明らかにしている。
第 3 章では， PPC 用光電センサーの実用電子写真特性を測定するプロセステスターを試作し， Se , 
CdS および ZnO 等を研究し， ZnO 光電センサーはPPC 用光電センサーに使用できることを明から
にするとともに，その特性の限界を明確にしている。
その結果にもとずき 次章以下では ZnO 光電センサーを PPC 光電センサーとして扱うプロセスの
研究を行っている。
第 4 章では， ZnO 光電センサーの構成とコロナ電流との関係わよび異常コロナ電流の発生原因につ
いての考察を行ない，さらに異常コロナ電流の防止法を述べている。


































用複写機の設計，試作を経て，現在，内外数種類の実用機 (U -Bix など)に応用されているプロセ
スの基本を確立したもので，電子写真技術の発展に寄与するところが大きい O
よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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